
資格取得を目指す学生へ向けて、公務員試験対策、
その他本学で取得を目指せる各種国家資格、任用資
格の図書コーナースペースをこれまで以上に拡張し、
充実した環境を整備しました！

また、本学では希望学生に対し「保育士」「宅建士」
などの資格試験対策講座を行っており、医療福祉学
科の複数の学生が合格をしています。

公務員、保育士、福祉住環境コーディネーター、宅建士、行

政書士、旅行業務取扱管理者については、今後も関連図書

を充実させていく予定です。リクエストも受け付けていますの

で、お気軽にご相談ください♪

図書館で購入している雑誌は「タウン情報」「文藝

春秋」などの教養・情報系雑誌から、学科ごとの専門

誌、外国雑誌とさまざまです。

本学の先生方に人気の雑誌を紹介します！

雑誌は館内で閲覧し、必要に応じてコピー(複写)をすることができ
ます。

コピーを希望の際には、申込書（館内複写申込書）に記入してご
利用ください。

最新号の雑誌は、著作権のため一定期間コピーができません。
お問い合わせは、図書館職員へ申し出てください。

看護学科の先生に大人気！

「エキスパートナース」「プチナース」「月刊ナーシング」

「エキスパートナース」「月刊ナーシング」は、看護の
全般をテーマとしている月刊誌です。臨床での技術や
ケアの方法などが豊富に掲載されています。イラスト
も豊富で見やすく、学術論文も掲載されています。

「プチナース」は、学生へ向けた雑誌です。解剖生理
の解説や看護記録の書き方、看護師国試の予想問題
などを中心に取り上げています。授業の予習復習や
実習準備に活用してください！

医療福祉学科の先生に大人気！

「社会保険旬報」「月刊福祉」「公務員ジャーナル」

「社会保険旬報」は、社会保障の最新の動向が分かりや
すく解説されており、学術論文も豊富です。卒業研究の
テーマを決める参考にできるのではないでしょうか。

「月刊福祉」は、社会福祉の制度や政策のほか、「地域
共生社会の実現」に向けた地域福祉ガバナンスの構築な
ど最新の話題を取り上げています。

「公務員ジャーナル」は、公務員を目指す学生へ向けた
雑誌で過去問や問題傾向の最新情報を解説しています。
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本学の指定教科書にもなっている「ナーシング・グラフィカ」

シリーズの一冊です。

看護師と多職種が法的にどのような業務連携・業務分担を

するのか？法律と看護の関連性、法律内容を分かりやすく解

説しています。

看護学全領域別に対応する法と、法律制定の背景にある倫

理観、社会の動向を随所にちりばめ、国家試験対策にも役立

つ内容となっています。第109回看護師国家試験に多数出題

されています。

『健康長寿診療ハンドブック

実地医家のための老年医学のエッセンス（改訂版）』

日本老年医学会 編集・発行

 檜原 登志子（ひはら としこ）先生 

担当科目： エイジング論

老年看護学概論

老年看護方法論Ⅰ,Ⅱ他

❖開館時間 学期中 月曜～金曜 午前８時３０分～午後７時００分
土曜 午前９時００分 ～午後５時００分

長期休業中 月曜～金曜 午前８時３０分～午後５時１０分
（このほか、試験期間中の延長開館や学内行事に関わる特別開館時間等があります。）

❖休館日 日曜・祝日、長期休業中の土曜、その他 館長の定める日

〒017-0046 大館市清水2 - 3 - 4
TEL：0186 - 45 - 1785

http://www.well.ac.jp/library/index.html

書籍名には「実地医家のため～」とあります

が、内容は実習に関連するものです。

新しい診療ガイドラインを参考にして学びま

しょう。

現行の医療・介護・福祉制度に合わせた、高齢者の病態を分類し

てより良い医療提供のため老年医学的アプローチによる診療を行

うための実践的なハンドブック。
医療福祉学科の科目「医療的ケア」の参考になる図書です。

🔸情報リテラシーとは
情報メディアを主体的に読み解いて必
要な情報を引き出し、その真偽を見抜
いて活用する能力のこと。

✭医療と情報リテラシー✭
医療従事者を志す学生は、特に実習などにおいて、患者

や利用者の個人情報を取り扱うため、守秘義務を遵守しなけ

ればなりません。将来、医療・福祉系職種に携わる者として、

個人情報保護、医療倫理などに関わる、情報リテラシーを養う

ことが大切です。

個人情報を守ろう！

❁図書館の関連書籍はこちら!

▼山田剛・林創著 『大学生のためのリサーチリテラシー入門』

（377.9 / Y19）

▼佐藤佳弘著 『脱！ＳＮＳのトラブル』 （547.483 / Sa85）

【出典】 「看護教育」56（9）pp.896-901

ソーシャルネットワーク（SNS）を用いて自由に個人

的な考えや出来事を、社会や世界に発信する機会を

持てるようになりました。

SNSへ軽い気持ちで投稿した内容が大きな波紋を

生み、人権侵害や個人情報保護法への抵触など、書

き込みを行った本人だけでなく、家族や友人、大学、

アルバイト先等にも影響を及ぼしかねません。書き込

みをする前に、いったん立ち止まってよく考えましょう。

『ナーシング・グラフィカ 健康支援と社会保障４

看護をめぐる法と制度』 メディカ出版

平林 勝政/小西 知世/和泉澤 千恵【編】

※ 「図書館だより」で紹介している本の出版社・ISBN等、詳細をお知りになりたい方は図書館までお問い合わせください。
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